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①灰黄褐色粘質土（Hue10YR4/2）
土のしまりは良く、粘性も強い。遺物の出土はない。

②灰黄褐色粘質土（Hue10YR4/2）
土のしまりは①層に比して良く、粘性も強い。Ⅲ層ベースの土で構成され、Ⅴ層の火山性風化ブロック土の混入もみられる。甕棺とは別個体の土器片が出土する。

③灰黄褐色粘質土（Hue10YR4/2）
土のしまりは良く、粘性は②層に比して強い。底部片が確認される。
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成人棺

　非常に大きく高さは約 1ｍにも達します。このことから、大人を埋葬した成人棺であると考えられます。小児棺に

用いた土器は日常生活で使ったものを転用していますが、成人棺で使用されている甕は最初から埋葬の目的で作ら

れたと言われています。調査の結果、小児棺のような合せ口の形態ではないことから、遺体を埋葬した甕だけであっ

たとされます。これは合口甕棺のような複合棺に対して、単棺と呼ばれています。単棺は蓋とする甕も持ち合わせ

ていないので、木蓋が使われたことが推定されます。また、単棺であることから、遺体は体を折り曲げて埋葬され

たと考えられます。

成人棺全体写真 出土状況（口縁部に残る黄色の粘土は

木蓋と甕棺墓をとめた目貼りの痕跡）

実測図

（上…平面、中…断面および土層堆積、下…完掘）
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